
全
日
本
実
業
柔
道
連
盟
創
立
五
十
周
年
記
念

第
３０
回
全
日
本
実
業
柔
道
個
人
選
手
権
大
会
。報
告
書

第
３０
回
全
日
本
実
業
柔
道
個
人
選

手
権
大
会
は
、
全
日
本
実
業
柔
道
連

盟
五
十
周
年
を
記
念
し
て
８
月
２６
～

２７
日
の
両
日
、
兵
庫
県
尼
崎
市
記
念

公
園
総
合
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
例
年
に
な
く
残
暑
厳
し
い
中
、

男
子
８
階
級

（体
重
別
７
階
級
と
２２

歳
未
満
の
部
）
の
計
４８６
名
と
女
子
７

階
級
の
計
８３
名
、
合
わ
せ
て
６６９
名
の

エ
ン
ト
リ
ー
に
よ
り
熱
戦
が
展
開
さ

れ
た
。

初
日
の
男
子
は
７３
監
級
で
新
田
雅
史
５
段

（２７
＝
京
葉
ガ
ス
）
が
堂
々
の
三
連
勝

を
飾

っ
た
ほ
か
、

８‐
監
級
は
秋
山
成
勲
３
段

（２５
＝
平
成
管
財
）
、

６６
監
級
は
小
室
宏

二
３
段

（２３
＝
綜
合
警
備
保
障
）
、

６０
監
級
は
石
井

一
行
３
段

（２２
＝
塩
谷
建
設
）
が

い
ず
れ
も
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
ま
た
２２
歳
未
満
の
部
で
は
植
原
良
太
２
段
（１９
十
日

本
道
路
公
団
）
が
初
出
場
で
初
優
勝
を
飾

っ
た
。

女
子
の
４８
監
級
で
は
実
力
者
の
真
壁
友
枝
３
段

（２５
＝
住
友
海
上
）
が
２
年
連
続

４
回
目
の
優
勝
で
貫
禄
を
見
せ
た
ほ
か
、

５７
唯
級
は
社
会
人
１
年
目
の
岡
崎
綾
子
２

段

（２２
＝
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
、

５２
監
級
は
横
澤
紗
恵
２
段

（２３
＝
タ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
）
が

そ
れ
ぞ
れ
嬉
し
い
初
優
勝
に
輝
い
た
。

最
終
日
は
男
子
１００
ｋｇ
超
級
で
江
上
忠
孝
４
段

（２４
十
九
州
電
力
）
が
、
昨
年
に
続

い
て
ベ
テ
ラ
ン
下
出
善
紀
５
段

（３０
＝
旭
化
成
）
と
の
決
勝
対
決
を
制
し
堂
々
の
二

連
覇
を
果
た
し
た
。

１００
監
級
は
こ
れ
ま
た
昨
年
と
同
じ
決
勝
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た

が
、
宗
真

一
郎
５
段

（２８
十
九
州
電
力
）
が
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
、
２
年
ぶ
り
３

回
目
の
優
勝
。
ま
た
９０
ｋｇ
級
は
近
藤
秀
作
３
段

（２５
＝
日
本
道
路
公
団
）
が
接
戦
を

制
し
て
初
優
勝
を
飾

っ
た
。

女
子
７８
ｋｇ
超
級
は
柳
花
美
鈴
２
段

（２４
＝
ダ
イ
コ
ロ
）
が
２
年
連
続
で
優
勝
し
、

６３
唯
級
で
も
南
千
草
２
段

（２２
＝
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
が
同
僚
対
決
を
逆
転
で
制
し
て
二

連
覇
を
達
成
し
た
。

７８
ｋｇ
級
は
新
人
吉
田
亜
沙
美
初
段

（１８
＝
住
友
海
上
）
が
初
出

場
初
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
、

７０
ｋｇ
級
で
は
中
市
陽
子
２
段

（２５
＝
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

が
念
願
の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

一

三二ぎ
二 ち _3■
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開会式で挨拶する山口信夫会長

伊
力強 く宣誓する江上選手 (九州電力)全国各地から出場 した選手が集 う開会式



男
子
１００
ｋｇ
超
級

″江
上
、
昨
年
に
続
き

下
出
を
破
り
、
堂
々
の
二
連
覇
〃

昨
年
の
決
勝
戦
の
再
現
と
な
っ
た
江
上

（九
州
電
力
）
対
下
出

（旭
化
成
）
の
決
勝
戦
。
江
上
は
得

意
の
袖
釣
込
腰
で
勝
ち
上
が
る
。　
一
方
、
今
期
好
調
、
全
日
本
選
手
権
３
位
の
下
出
は
立
っ
て
良
し
、

寝
て
良
し
の
柔
道
で
若
手
精
鋭
を
す
べ
て
一
本
勝
ち
で
下
し
て
の
決
勝
進
出
。

開
始
２５
秒
両
者
指
導
の
直
後
、
江
上
、
下
出
の
両
袖
口
辺
り
を
握
り
、
得
意
の
左
釣
込
腰
で
担
ぐ
と
、

下
出
虚
を
つ
か
れ
た
ま
ら
ず
横
転
し
有
効
と
な
る
。
そ
の
後
、
下
出
挽
回
せ
ん
と
江
上
を
追
い
つ
め
る

が
有
効
な
技
が
出
な
い
。
江
上
は
ド
が
り
つ
つ
袖
釣
込
腰
を
仕
掛
け
る
も
下
出
余
裕
を
も
っ
て
残
す
。

単
調
な
攻
防
が
続
き
１
分
３８
秒
注
意
、
３
分
２８
秒
警
告
が
両
者
に
与
え
ら
れ
る
。

終
盤
、
下
出
前
に
出
て
攻
め
る
が
、
江
上
も
下
が
り
な
が
ら
の
袖
釣
込
腰
で
技
を
仕
掛
け
時
間
切
れ

と
な
る
。
江
上
昨
年
に
続
き
強
豪
ド
出
を
下
し
、
三
連
覇
達
成
。
相
手
に
警
戒
さ
れ
て
も
攻
め
き
る
得

意
技
袖
釣
込
腰
の
冴
え
は
場
内
を
湧
か
せ
た
。

準
決
勝
戦
に
は
、
第
２７
回
大
会
優
勝
の
上
水

（綜
合
警
備
保
障
）
を
準
々
決
勝
に
お
い
て
僅
差
判
定

で
破
っ
た
ノ
ー
シ
ー
ド
の
横
山

（日
本
道
路
公
団
）
と
準
々
決
勝
で
巨
漢
安
蒜
を
合
せ
技

一
本
で
下
し

た
石
崎

（日
本
道
路
公
団
）
が
そ
れ
ぞ
れ
進
出
し
、
初
の
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

守

||
臨 !

優勝 した江上選手

(九州電力)

江
上
の
話
　
ラ
ッ
キ
ー
な
優
勝
で
す
。
下
出
さ
ん
と

は
こ
れ
で
３
勝
２
敗
で
す
が
、
今
年
は
全
日
本
で
３

位
に
入
ら
れ
る
な
ど
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
お
ら
れ

た
。
相
手
の
釣
り
手
を
殺
し
て
組
み
た
か
っ
た
が
、

十
分
研
究
さ
れ
た
。
自
分
は
袖
釣
り
男
と
言
わ
れ
る

が
、
他
の
技
も
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
ま
す
。
（笑
い
）

【成

績
】

優
　
勝
　
江
上
忠
孝
兌
州
電
を

準
優
勝
　
下
出
善
紀
危
化
成
二
さ

第

３
位

　

横

山

勇

一
含

本
道
路
公
Ｕ

第
３
仕
　
石
崎
員
之
含
本
道
降
公
Ｕ

▽
準
々
決
勝

○
江
上
　
優
勢
勝
ち
　
上
本
貧
葉
ガ
乙

○
横
山
　
優
勢
勝
ち
　
上
水
縦
△讐
備
保
し

○
石
崎
　
合
わ
せ
技
　
安
蒜
含
本
中
基
瘍
長
３

０

下

出

　

△
口
わ

せ

技

　

金

丸

爺

Ｔ

Ｔ
東

日
杢

▽
準
決
勝

○
江
上
　
十日
負
投
　
　
横
山

○
下
出
　
上
四
方
回
　
石
崎

▽
決
勝

○
江
上
　
優
勢
勝
ち
　
下
出

男
子
１００
ｋｇ
級

″宗
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
、

３
回
目
の
優
勝
″

昨
年
と
同
じ
決
勝
対
決
と
な
っ
た
。
比
較
的
順
当
に
勝
ち
上
が
っ
た
宗

（九
州
電
力
）
に
対
し
、
小

嶋

（綜
合
警
備
保
障
）
は
難
敵
、
倉
吉

（京
葉
ガ
ス
）
、
湊
谷

（新
日
鉄
）、
窪
田

（旭
化
成
）
を
連
破

し
て
の
決
勝
進
出
。

小
嶋
の
左
に
宗
の
右
の
け
ん
か
四
つ
。
小
鳴
の
内
股
か
ら
小
内
、
大
内
な
ど
連
続
し
て
の
攻
め
に
対

し
、
宗
は
払
腰
な
ど
で
応
ず
る
も
互
い
に
効
な
し
。
そ
の
後
双
方
牽
制
し
合
っ
て
１
分
２０
秒
両
者
に
指

導
、
さ
ら
に
１
分
４５
秒
に
は
両
者
に
注
意
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
宗
が

一
転
し
て
攻
撃
に
出
る
。
長

身
、
宗
の
内
股
に
小
嶋
の
体
が
大
き
く
浮
く
が
何
と
か
こ
ら
え
る
。
２
分
過
ぎ
、
宗
の
踏
み
込
み
鋭
く

大
外
刈
に
、
小
嶋
た
ま
ら
ず
大
き
く
宙
を
舞
っ
て
見
事
な

一
本
。

宗
、
昨
年
小
嶋
に
逆
転
で
敗
れ
た
雪
辱
を
果
た
し
、
平
成
８
年
、
平
成
１０
年
に
続
い
て
の
、
２
年
ぶ

り
３
回
目
の
優
勝
に
輝
く
。
素
晴
ら
し
い
気
迫
の
こ
も
っ
た
試
合
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

３
位
に
は
実
力
者
の
窪
田
と
新
社
会
人
の
谷
口

（日
本
中
央
競
馬
会
）
が
い
ず
れ
も
初
入
賞
。

優勝 した宗選手

(九州電力)

宗
の
話
　
特
に
優
勝
を
意
識
し
な
か
っ
た
。
も
う
齢

も
若
く
な
い
の
で

一
戦

一
戦
大
事
に
戦

っ
た
。
そ
の

積
み
重
ね
が
優
勝
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
。
気
疲
れ

が
続
い
た
せ
い
で

（笑
い
）
、
体
重
が
９７
地
に
減

っ
て

キ
レ
が
良
く
な
っ
た
気
が
す
る
。
講
道
館
杯
で
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
た
い
。

【成

績
】

優
　
勝
　
凸不
　
首
至

郎
兌
塾
弓を

準
優
勝
　
小
嶋
新
太
盆
△響
備
保
じ

第

３
仕

　

窪

田
　

茂

危

化
成
工
古

第

３
位

　

谷

口
繁

晴

言

本
中
杢

肌
長

３

▽
準
々
決
勝

○
小
嶋
　
優
勢
勝
ち
　
湊
谷
昇
日
銭
広
Ｕ

Ｏ
窪
田
　
優
勢
勝
ち
　
工乗
原
兌
州
電
を

○

合

国
　

内

股

　

　

　

大

森

練

△讐

備
保
し

○
宗
　
　
内
股
　
　
　
大
下
含
本
中
基
朋
長
３

▽
準
決
勝

○
小
嶋
　
優
勢
勝
ち
　
窪
田

○
宗
　
　
内
股
　
　
　
谷
口

▽
決
勝

○
宗
　
　
大
外
刈
　
　
小
嶋



男
子
９０
ｋｇ
級

″
近
藤
、
新
鋭
斎
藤
を

僅
差
判
定
で
下
し
、
初
優
勝
〃

今
春
国
士
舘
大
学
を
卒
業
し
実
業
団
入
り
し
た
新
鋭
の
斎
藤

（旭
化
成
）
と
決
勝
初
進
出

の
近
藤

（日

本
道
路
公
団
）
の
決
勝
戦
。

初
戦

の

一
本
勝
ち
の
後
は
苦
戦
し
て
勝
ち
上
が

っ
た
斎
藤
に
対
し
、
近
藤
は
大
外
刈
り
、
背
負
投
、

払
腰
の
大
技
を
駆
使
し
て
の
決
勝
進
出
。
序
盤
戦
は
近
藤
の
右
内
股

一
発
を
除
き
組
み
手
争

い
に
終
始

す
る
。
１
分
９
秒
両
者
に
指
導
。
そ
の
後
は
両
者
激
し
く
奥
襟
を
奪

い
合
う
攻
防
戦
。
２
分
を
迎
え
る

頃
か
ら
斎
藤
の
右
払
腰
が
繰
り
出
さ
れ
る
が
近
藤
巧
み
に
捌
く
。
今
度
は
３
分
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
近

藤
反
撃
に
転
じ
、
斎
藤
受
け
に
回
る
。
し
か
し
斎
藤
も
こ
れ
を
よ
く
こ
ら
え
決
定
的
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う

に
到
ら
ず
。
残
り
１５
秒
を
切

っ
て
斎
藤
、
猛
反
撃

に
転
じ
る
も
ブ
ザ
ー
が
響
く
。
互
い
に
明
確
な
ポ
イ

ン
ト
が
な
く
旗
判
定
と
な
る
。
旗
は
２
対
１
と
分
か
れ
、
白
旗
２
本
上
が

っ
た
近
藤

に
勝
利
が
宣
告
さ

れ
る
。
近
藤
う
れ
し
い
初
優
勝
を
飾
る
。

準
決
勝
戦

に
は
、
第
１
シ
ー
ド
有
川

（綜
合
警
備
保
障
）
戦
不
戦
勝
で
３
回
戦
か
ら
登
場
後
、
尻
上

が
り
に
調
子
を
上
げ
た
新
人
の
廣
川

（セ
コ
ム
）
と
、
第
２
シ
ー
ド
の
秋
葉

（自
衛
隊
体
育
学
校
）
を

大
内
刈
り

一
本
で
下
す
な
ど
初
戦
以
外
す
べ
て

一
本
勝
ち
で
勝
ち
進
ん
だ
前
田

（九
州
電
力
）
が
そ
れ

ぞ
れ
進
出
。
い
ず
れ
も
斎
藤
、
近
藤
に
善
戦
及
ば
ず
破
れ
た
も
の
の
堂
々
の
第
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

優勝 した近藤選手

(日 本道路公団)

近
藤
の
話
　
決
勝
の
斎
藤
選
手

（制
剛

・
国
士
舘
大

卒
）
と
は
学
生
時
代
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
で
対
戦
成
績

は
こ
れ
で
２
勝
２
敗
。
意
地
で
も
勝
ち
た
か
っ
た
相

手
だ
け
に
と
て
も
嬉
し
い
。
今
年
は
母
校

（中
央
大
）

が
見
事
に
優
勝
し
て
く
れ
た
。

今
日
は

（江
上
と
共
に
）
そ
ん
な
後
輩
達
に
後
押

し
さ
れ
た
気
持
ち
で
す
。
強
化
選
手
か
ら
漏
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
今
年
の
講
道
館
杯
は
Ｖ
狙
い
で
行
く
。

世
界
選
手
権
も
意
識
し
た
い
。

【成

績
】

優
　
勝
　
近
藤
秀
作
含
本
道
路
公
尋

準
優
勝
　
斎
藤
制
剛
危
化
成
工
古

第
３
位
　
廣
川
充
志
ぞ
コ
ι

第
３
仕
　
事副
田
貴
志
兌
州
電
を

▽
準
々
決
勝

○
廣
川
　
優
勢
勝
ち
　
中
嶋
含
本
道
路
公
尋

○
斎
藤
　
優
勢
勝
ち
　
深
川
含
本
道
路
公
Ｕ

Ｏ
近
藤
　
払
腰
　
　
　
久
保
木
傘
△畳
備
保
し

○
前
田
　
内
股
　
　
　
堤
傘
△讐
備
保
じ

▽
準
決
勝

Ｏ
斎
藤
　
優
勢
勝
ち
　
廣
川

○
近
藤
　
優
勢
勝
ち
　
一副
田

▽
決
勝

○
近
藤
　
優
勢
勝
ち
　
斎
藤

男
子
８‐
ｋｇ
級

″秋
山
、
安
定
し
た
う
ま
い

試
合
運
び
で
初
優
勝
″

最
も
エ
ン
ト
リ
ー
数
の
多
い
こ
の
階
級
で
決
勝
に
勝
進
ん
だ
の
は
、
社
会
人
１
年
目
の
坂
本

（ダ
イ

コ
ロ
）
と
、
６
月
全
日
本
実
業
団
体
対
抗
大
会
優
勝

（二
部
）
の
立
て
役
者
で
あ
る
秋
山

（平
成
管
財
）

の
二
人
。

坂
本
は
右
、
秋
山
は
左
組
み
を
狙
い
激
し
い
闘
志
で
攻
防
を
開
始
。
坂
本
の
内
股
に
対
し
、
秋
山
は

返
し
を
狙
い
な
が
ら
小
内
、
払
腰
で
攻
め
る
。
両
者
の
激
し
い
息
遣
い
が
報
道
席
に
ま
で
達
す
る
。
３

分
過
ぎ
、
秋
山
の
左
送
足
払
い
に
坂
本
横
転
す
る
も
腹
ば
い
で
難
を
逃
れ
る
。
さ
ら
に
坂
本
の
内
股
、

秋
山
の
払
腰
、
巴
投
な
ど
双
方
必
死
の
攻
防
あ
る
も
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら
ず
時
間
と
な
り
判
定
。
旗
は

３
１
０
で
秋
山
が
初
優
勝
。
秋
山
の
終
始
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
、
う
ま
い
試
合
運
び
が
目
立
っ
た
。

３
位
に
は
、
過
去
２
回
優
勝
の
ベ
テ
ラ
ン
加
美

（合
同
産
業
）
を
豪
快
な
大
外
刈

（準
々
決
勝
）
で

倒
し
た
大
角

（京
葉
ガ
ス
）
と
、
昨
年
３
位
の
シ
ー
ド
鈴
木

（旭
化
成
）
な
ど
を
破
っ
た
丸
山

（セ
コ

ム
）
が
こ
れ
も
初
の
入
賞
。

優勝 した秋山選手

(平成管財)

秋
山
の
話
　
も
ち
ろ
ん
優
勝
だ
け
を
考
え
て
い
た
。

初
戦
の
中
田
戦
が
大
き
な
山
だ

っ
た
が
、
運
が
後
押

し
し
て
く
れ
た
。
学
生
時
代

（近
畿
大
）
は
体
重
別

（正
力
杯
）
２
位
の
実
績
が
あ
る
（関
西
優
勝
２
回
）
。

得
意
技
は
足
技
、
巴
投
げ
。
競

っ
た
時
に
あ
と
１

回
の
技
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
と
、
ス
タ
ミ
ナ
が
勝
因

だ
と
思
う
。

【
成

績
】

優
　
勝
　
秋
山
成
勲
宇
成
管
と

準
優
勝
　
坂
本
道
人
少
イ
コ
已

第
３
位
　
大
角
　
実
貧
葉
ガ
乙

第
３
仕
　
丸
山
昌
孝
ぞ
コ
と

▽
準
々
決
勝

○
大
角
　
大
外
刈
　
　
加
美
容
同
産
占

○
坂
本
　
優
勢
勝
ち
　
平
岩
ぞ
コ
ι

Ｏ
丸
山
　
袈
裟
回
　
　
五
十
嵐
？
コ
ム
上
信
ど

○
秋
山
　
優
勢
勝
ち
　
尾
辻
言
本
道
路
公
Ｕ

▽
準
決
勝

○
坂
本
　
優
勢
勝
ち
　
大
角

○
秋
山
　
大
外
返
し
　
丸
山

▽
決
勝

Ｏ
秋
山
　
優
勢
勝
ち
　
坂
本



男
子
７３
ｋｇ
級

″
新
田
、
実
力
発
揮
し

三
連
覇
の
偉
業
成
る
″

２
年
前
の
決
勝
戦
の
再
現
と
な
っ
た
二
連
覇
中
の
新
田

（京
葉
ガ
ス
）
と

一
昨
年
準
優
勝
、
昨
年
第

３
位
の
吉
岡

（新
日
鐵

ｏ
広
畑
）
と
の
実
力
者
同
士
の
決
勝
戦
。

新
田
は
得
意
の
内
股
が
冴
え
４
回
戦
ま
で
一
本
勝
ち
、
準
々
決
勝
と
準
決
勝
は
僅
差
判
定
に
持
ち
込

ま
れ
た
も
の
の
順
当
な
決
勝
進
出
。　
一
方
吉
岡
も

一
本
勝
ち
は
２
回
戦
だ
け
な
が
ら
も
危
な
げ
な
く
勝

ち
上
が
る
。

４８
秒
新
田
掬
い
投
げ
で
吉
岡
を
大
き
く
抱
き
上
げ
そ
の
ま
ま
落
と
す
が
、
吉
岡
ひ
ね
っ
て

か
わ
す
。
そ
の
時
、
新
田
頭
部
を
強
打
し
、
暫
く
立
ち
上
が
れ
ず
場
内
シ
ー
ン
と
な
る
。
医
師
も
駆
け

つ
け
た
が
事
な
き
を
得
、
試
合
再
開
。
１
分
１１
秒
、
新
田
右
大
外
刈
り
で
技
有
り
奪
う
。
防
戦
の
吉
岡

１
分
３０
秒
指
導
を
受
け
る
。
そ
の
後
膠
着
状
態
が
続
き
、
２
分
、
新
田
指
導
、
吉
岡
注
意
の
宣
告
。
以

降
は
新
田
攻
撃
を
再
開
。
掬
い
投
げ
を
中
心
に
吉
岡
を
攻
め
続
け
、
堂
々
の
三
連
覇
達
成
。
吉
岡
今
年

も
新
田
の
前
に
悲
願
実
ら
ず
。

準
決
勝
戦
に
は
得
意
の
寝
技
で
３
試
合

一
本
勝
ち
で
勝
ち
進
ん
だ
今
春
卒
業
の
松
永

（日
体
大
柔
友

会
）
が
優
勝
新
田
に
善
戦
及
ば
ず
破
れ
た
も
の
の
堂
々
の
第
３
位
入
賞
。　
一
方
、
向
井

（自
衛
隊
体
育

学
校
）
が
好
調
に
一
本
勝
ち
を
重
ね
初
の
第
３
位
入
賞
を
果
た
す
。

優勝 した新田選手

(京葉ガス)

新
田
の
話
　
体
と
気
持
ち
を
ど
う
ま
と
め
る
か
を

一

番
留
意
し
た
。
今
回
は
キ
ュ
ー
バ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
と
の
練
習
な
ど
、
格
上
の
選
手
と
や
っ
た
こ
と
が

良
い
経
験
に
な
っ
た
。
質
量
と
も
良
く
練
習
で
き
た

と
思
う
。
ま
だ
ま
だ
体
力
は
落
ち
て
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

昨
年
は
詰
道
館
杯
で
惨
敗
し
悔
し
い
思
い
を
し
た
。

焦
り
も
あ
っ
た
。
あ
の
経
験
を
糧
に
今
年
は
良
い
結

果
を
出
し
た
い
。

【
成

績
】

優
　
勝
　
新
田
雅
史
貧
葉
ガ
乙

準
優
勝
　
士
口
岡
正
人
爺
日
鐵
広
Ｕ

第
３
仕
　
松
永
　
晃
含
体
大
柔
褒
３

第
３
仕
　
向
井
孝
之
曾
衛
隊
蜜
日学
む

▽
準
々
決
勝

Ｏ
新
田
　
優
勢
勝
ち
　
寺
井
貧
一泉
消
防
ε

Ｏ
松
永
　
上
四
方
国
　
工
藤
曾
本
道
路
公
□

Ｏ
吉
岡
　
優
勢
勝
ち
　
山石
本
少
イ
コ
こ

○
向
井
　
優
勢
勝
ち
　
弘
中
曾
衛
隊
体
育
学
ё

▽
準
決
勝

Ｏ
新
田
　
優
勢
勝
ち
　
松
永

○
吉
岡
　
優
勢
勝
ち
　
向
井

▽
決
勝

○
新
田
　
優
勢
勝
ち
　
士
口
岡

男
子
６６
ｋｇ
級

″
新
人

小
室
初
陣
を
飾
る
″

今
春
筑
波
大
卒
業
の
小
室

（綜
合
警
備
保
障
）
は
す
べ
て
寝
技
で
勝
負
を
決
め
決
勝
進
出
。　
一
方
、

昨
年

一
昨
年
と
第
３
位
に
甘
ん
じ
た
石
川

（東
芝
）
は
内
股
、
大
外
刈
り
、
払
腰
と
大
技
を
駆
使
し
勝

ち
上
が
っ
た
。
共
に
す
べ
て
一
本
勝
ち
同
士
の
好

一
番
。

試
合
開
始
ま
も
な
く
、
小
室
巴
投
げ
を
仕
掛
け
る
が
、
石
川
難
な
く
捌
く
。

４．
秒
両
者
に
指
導
。
１

分
過
ぎ
小
室
再
び
巴
投
げ
を
は
な
つ
が
、
石
川
う
ま
く
か
わ
す
。
１
分
２４
秒
石
川
右
払
腰
に
小
室
大
き

く
浮
く
が
残
す
。
２
分
小
室
肩
車
を
試
み
る
も
決
ま
ら
ず
。
２
分
４７
秒
、
石
川
の
右
内
股
が
崩
れ
寝
技

に
移
行
す
る
も

「立
て
」
の
宣
告
。
そ
の
後
、
石
川
右
足
払
い
で
何
度
も
小
室
を
牽
制
す
る
が
決
め
手

に
は
な
ら
ず
。
残
り
１５
秒
小
室
巴
投
げ
決
ま
ら
ず
、
時
間
切
れ
寸
前
タ
ッ
ク
ル
に
行
き
、
石
川
に
つ
ぶ

さ
れ
た
所
で
ブ
ザ
ー
鳴
る
。
旗
判
定
は
主
春
は
白
、
石
川
に
、
両
副
審
は
赤
、
小
室
に
上
が
り
、
微
妙

な

一
戦
を
小
室
が
制
し
て
初
陣
を
飾
っ
た
。

準
決
勝
は
昨
年
の
準
優
勝
大
西

（明
送
）
を
得
意
の
送
襟
絞
め
で
破
っ
て
勝
ち
進
ん
だ
中
村

（京
葉

ガ
ス
）
が
初
の
第
３
位
入
賞
。　
一
方
、
接
戦
を
も
の
に
し
て
勝
ち
上
が
っ
た
強
豪
南
條

（ダ
イ
コ
ロ
）

が

一
昨
年
の
準
優
勝
以
来
の
第
３
位
入
賞
を
果
た
す
。

優勝 した小室選手

(線合警備保障 )

小
室
の
話
　
決
勝
戦
は
自
分
で
も
負
け
て
い
た
と
思

う
の
で
優
勝
し
た
と
い
う
実
感
が
あ
ま
り
な
い
。
も

ち
ろ
ん
初
出
場
優
勝
を
狙

っ
て
き
た
の
で
、
結
果
を

出
せ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
が
…
。
南
條
（充
寿
）

先
輩
と
決
勝
戦
を
や
り
た
か
っ
た
（出
場
は
今
年
が

最
後
と
聞
い
て
い
た
の
で
）。

（来
年
の
）
世
界
選
手
権

ヘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
よ

う
頑
張
り
た
い
。

【
成

績
】

優
　
勝
　
小
室
宏
二
森
△讐
備
保
し

準
優
勝
　
石
川
正
樹
貧
乙

第
３
仕
　
中
村
範
政
貧
葉
ガ
乙

第
３
位
　
南
篠
充
寿
少
イ
コ
已

▽
準
々
決
勝

○
中
村
　
優
勢
勝
ち
　
圭日
柳
貧
一爪
消
防
ε

Ｏ
小
室
　
袖
車
絞
　
　
金
ケ
江
昴
日
鐵
広
∪

○
南
條
　
優
勢
勝
ち
　
小
見
川
緑
△讐
備
保
し

○

石

川
　

払

腰

　

　

　

飛

田

曾

衛
隊
体
育
学
ё

▽
準
決
勝

○
小
室
　
袖
車
絞
　
　
中
村

○
石
川
　
内
股
　
　
　
南
條

▽
決
勝

○
小
室
　
優
勢
勝
ち
　
石
川



男
子
６０
ｋｇ
級

″
石
井
、
社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
を

優
勝
で
飾
る
〃

今
年
社
会
人
の
石
井

（塩
谷
建
設
）
は
準
々
決
勝
で
昨
年
３
位
の
松
田

（近
畿
通
関
）
、
準
決
勝
で
は

昨
年
優
勝
の
漆
畑

（東
芝
）
を
破

っ
て
の
決
勝
進
出
。
対
す
る
は
２
年
連
続
で
決
勝
に
進
出
す
る
も
、

い
ず
れ
も
準
優
勝
に
甘
ん
じ
て
き
た
吉
岡

（自
衛
隊
体
育
学
校
）。

石
井
は
闘
志
満
々
、
は
じ
め
の
合
図
と
と
も
に
左
右
の
背
負
投
で
攻
め
、
開
始
２０
秒
、
低
い
姿
勢
か

ら
の
左
背
負
投
が
決
ま
っ
て
技
あ
り
。
さ
ら
に
連
続
し
て
の
石
井
の
攻
撃
に
、
吉
岡
は
防
戦
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
指
導
を
と
ら
れ
る
。
そ
の
後
次
第
に
吉
岡
も
攻
撃
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
み
出
し
、
１
分
３０
秒
、

組
み
際
の
右
小
外
掛
で
効
果
。
さ
ら
に
続
い
て
小
内
刈
で
効
果
を
と
り
、
大
い
に
盛
り
返
す
。
そ
の
後

は
双
方
や
や
動
き
が
乏
し
く
な
り
２
分
３０
秒
石
井
に
指
導
、
吉
岡
に
注
意
が
与
え
ら
れ
そ
の
ま
ま
時
間

と
な
り
石
井
が
初
優
勝
を
飾
る
。
吉
岡
は
ま
た
も
涙
を
飲
ん
だ
が
、
３
年
連
続
の
決
勝
進
出
は
立
派
。

昨
年
お
よ
び
平
成
９
年
の
過
去
２
回
優
勝
の
漆
畑
は
準
決
勝
で
石
井
の
肩
車
に
涙
を
飲
ん
で
２
連
覇

を
逃
し
た
。
ま
た
新
社
会
人
の
清
水

（平
成
管
財
）
が
健
闘
よ
く
３
位
に
入
賞
し
た
。

傷勝 した石井選手

(塩谷建設)

石
井
の
話
　
狙
い
通
り
初
出
場
で
優
勝
で
き
て
嬉
し

い
。
良
い
試
合
が
出
来
た
と
満
足
し
て
い
る
。
取
り

敢
え
ず
は
国
体
で
地
元
優
勝
に
貢
献
し
た
い
（開
催

地
富
山
の
先
鋒
と
し
て
出
場
）。

昨
年
は
講
道
館
杯
で
結
果
を
だ
せ
な
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
一
戦

一
戦
堅
実
に
勝
ち
進
ん
で
上
位
を
狙

い
た
い
。

【
成

績
】

優
　
勝
　
石
井

一
行
く
合
婁
じ

準
優
勝
　
士
口
岡
博
之
曾
衛
隊
体
育
学
む

第
３
仕
　
漆
畑
　
健
貧
こ

第
３
仕
　
清
水
義
光
牟
成
管
と

▽
準
々
決
勝

○
漆
畑
　
大
内
刈
　
　
上
野
ぞ
コ
↓

○
石
井
　
優
勢
勝
ち
　
松
田
霊
畿
通
〕

○
清
水
　
優
勢
勝
ち
　
一逐
嶋
練
△墨
備
保
し

○
吉
岡
　
優
勢
勝
ち
　
関
口
徐
△暑
備
保
』

▽
準
決
勝

○
石
井
　
一届
車
　
　
　
漆
畑

○
吉
岡
　
優
勢
勝
ち
　
清
水

▽
決
勝

○
石
井
　
優
勢
勝
ち
　
士
口
岡

男
子
２２
歳
未
満

″
・９
歳
植
原
、
６
試
合
全
て

一
本
勝
ち
で
初
優
勝
〃

高
校
出
身
の
新
進
気
鋭
が
激
突
す
る
、
言
わ
ば
全
国
区
へ
の
登
龍
門
と
も
言
え
る
こ
の
ク
ラ
ス
は
、

‐７８
帥
の
浅
見

（秋
元
道
場
１１０
監
）
と
１６５
帥
と
や
や
小
柄
な
植
原

（日
本
道
路
公
団
１００
地
）
の
対
戦
と
な

っ
た
。

浅
見
の
右
小
外
、
内
股
に
対
し
、
植
原
は
右
大
内
、
背
負
、
左
釣
込
腰
な
ど
で
反
撃
す
る
。
開
始
１

分
、
場
外
際
で
も
つ
れ
た
と
こ
ろ
を
植
原
が
返
し
技
で
効
果
を
先
取
。
植
原
の
連
続
し
て
の
攻
め
に
浅

見
は
守
勢
に
な
り
１
分
４０
秒
指
導
が
い
く
。
２
分
過
ぎ
、
植
原
の
左
背
負
投
に
浅
見
大
き
く
舞
っ
て
有

効
。
さ
ら
に
植
原
の
飽
く
な
き
攻
撃
は
続
き
、
２
分
１５
秒
浅
見
に
注
意
。
そ
し
て
２
分
３０
秒
、
植
原
の

左
小
内
刈
が
見
事
に
決
ま
っ
て
一
本
。
こ
の
日
の
植
原
は
６
試
合
全
て
を

一
本
勝
ち
で
納
め
、
初
優
勝

に
花
を
添
え
た
。

昨
年
準
優
勝
で
シ
ー
ド
さ
れ
た
山
田

（セ
コ
ム
）
は
準
決
勝
で
浅
見
の
掬
い
投
げ
に
敗
れ
悲
願
な
ら

ず
３
位
。
岩
松

（
コ
ス
モ
警
備
保
障
）
は
優
勝
の
植
原
に
腕
ひ
し
ぎ
十
字
固
に
敗
れ
た
と
は
い
え
、
そ

れ
ま
で
の
４
試
合
す
べ
て
一
本
勝
ち
は
立
派
、
堂
々
の
第
３
位
。

優勝 した植原選手

(日 本道路公団)

植
原
の
話
　
優
勝
は
全
く
考
え
て
な
か
っ
た
が
、
と

て
も
良
い
内
容
で
戦
え
た
（６
試
合
全
て

一
本
勝
ち
）
。

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
高
校
時
代
（宮
崎
日
大
）
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ

ｏ
ベ
ス
ト
８
メ
ン
バ
ー
（昨
年
）
で
し
た

（九
州
総
体
で
優
勝
）
。
大
学

へ
行
き
た
か
っ
た
が
親

に
苦
労
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
就
職
を
選
ん
だ
。

得
意
技
は
背
負
い
と
袖
釣
り
で
す
。
先
の
こ
と
は
ま

だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。
尊
敬
す
る
石
井
全

行
）
先
輩
（宮
崎
日

大
）
も
優
勝
さ
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
日
に
な
り
ま
し

た
。

【成

績
】

優
　
勝
　
植
原
良
大
曾
本
道
路
公
Ｕ

準
優
勝
　
浅
見
伸
也
晟
一死
道
じ

第
３
仕
　
山
田
大
樹
¢
コ
乙

第
３
仕
　
山石
松
三
徳
含
ス
違
属
保
し

▽
準
々
決
勝

○
山
田
　
優
勢
勝
ち
　
　
江
森
曾
衛
隊
体
育
学
む

○
浅
見
　
腕
挫
十
字
回
　
網
合
翁
合
建
己

○
植
原
　
背
負
投
　
　
　
楠
見
砲
化
じ

○
岩
松
　
内
股
　
　
　
　
相
牟
田
（自
衛
隊
体
育
学
こ

▽
準
決
勝

○
浅
見
　
掬
い
投
　
　
　
山
田

○
植
原
　
腕
挫
十
字
回
　
山石
松

▽
決
勝

○
植
原
　
小
内
刈
　
　
　
浅
見



女
子
７８
ｋｇ
超
級

″大
阪
同
士
の
対
決
を
制
し
、

柳
花
が
二
連
覇
″

昨
年
、
世
界
選
手
権
英
国
代
表
の
カ
リ
ー
ナ

。
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

（ダ
イ
コ
ロ
）
を
破
っ
て
初
優
勝
し

た
柳
花

（ダ
イ
コ
ロ
）
に
対
し
て
、
木
屋

（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
は
初
の
決
勝
進
出
。

柳
花
は
左
、
木
屋
は
右
で
の
組
み
手
争
い
で
ス
タ
ー
ト
。
両
者
牽
制
し
合
っ
て
３２
秒
、
早
く
も
両
者

に
指
導
。
そ
の
後
、
柳
花
が
体
落
を
か
け
て
崩
れ
た
と
こ
ろ
を
木
屋
が
上
か
ら
寝
技
に
攻
め
る
も
決
ま

ら
ず
。
互
い
に
引
き
手
争
い
か
ら
２
分
３５
秒
、
柳
花
が
木
屋
の
小
外
を
返
し
て
効
果
を
先
取
。
木
屋
も

払
腰
な
ど
み
せ
る
が
、
３
分
１０
秒
、
柳
花
の
払
腰
に
木
屋
た
ま
ら
ず
横
転
し
て
技
有
。
さ
ら
に
３
分
３５

秒
柳
花
が
払
腰
で
効
果
を
取
り
、
そ
の
ま
ま
袈
裟
固
め
に
入
る
。
万
事
休
す
か
と
も
思
わ
れ
た
が
木
屋

は
力
を
振
り
絞
っ
て
よ
く
返
し
、
解
け
る
。
そ
の
ま
ま
時
間
に
な
り
柳
花
の
２
年
連
続
優
勝
が
決
ま
る
。

篠
田

（十
全
会
聖
明
病
院
）
と
保
坂

（塩
谷
建
設
）
が
初
の
３
位
入
賞
。

【成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
仕

▽
２
回
戦

○
柳
花

○
篠
田

○
保
坂

○
木
屋

▽
準
決
勝

○
柳
花

○
木
屋

▽
決
勝

○
柳
花
　
優
勢
勝
ち
　
木
屋

柳
花
美
鈴
少
イ
コ
已

木
屋
好
絵
ｅ
キ
ハ
ウ
乙

篠

田

玲

子

牟

食

石
聖
明
病
じ

保
坂
裕
子
奮
谷
建
藍

大
外
返
　
　
徳
田
ｇ
マ
と

上
四
方
固
　
空
田
貧
洋
観
も

優
勢
勝
ち
　
妹
尾

，
カ
ム
ア
ィ
カ
と

横
四
方
回
　
岩
永
牟
食
耳
全
病
し

優
勢
勝
ち
　
篠
田

優
勢
勝
ち
　
保
坂

優勝 した柳花選手

(ダイコロ)

柳
花
の
話
　
練
習
で
腰
と
首
を
痛
め
、
練
習
不
足
で

１
回
戦
か
ら
息
が
上
が

っ
て
し
ま
っ
た
だ
け
に
、
優

勝
は
び

っ
く
り
。
応
援
の
皆
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
て
最

後
ま
で
頑
張
れ
ま
し
た
。
（決
勝
の
）
木
屋
さ
ん
と
は

相
性
が
良
く
な
く
、
最
後
に
寝
技
を
返
さ
れ
た
時
は

ヒ
ヤ
リ
と
し
ま
し
た
。

女
子
７８
ｋｇ
級

″
・８
歳
の
新
人

士
口
田
快
挙
成
る
〃

苦
労
し
て
勝
ち
上
が
っ
た
今
春
柏
高
校
卒
業
の
吉
田
（住
友
海
上
）
と
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
栗
原

（
コ

マ
ツ
）
の
初
優
勝
を
か
け
て
の
決
勝
戦
。

序
盤
か
ら
吉
田
積
極
的
に
栗
原
を
攻
め
る
。
栗
原
、
吉
田
の
攻
め
に
場
外
際
で
大
き
く
背
中
を
つ
く

場
面
あ
る
も
場
外
に
救
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
吉
田
優
勢
に
試
合
を
進
め
る
。
２
分
５
秒
、
場
外
際
で
吉

田
、
左
足
を
飛
ば
し
て
鋭
く
刈
り
込
ん
だ
右
大
内
刈
り
に
栗
原
そ
の
場
に
仰
向
け
に
倒
れ
た
。
間
髪
い

れ
ず
主
春
の
右
手
大
き
く
上
が
り

一
本
。
初
出
場
の
あ
ど
け
な
さ
の
残
る
１８
歳
吉
田
、
う
れ
し
い
初
優

勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

【成

績
】

優
　
勝
　
士
口
田
亜
沙
美
径
友
海
↓

準
優
勝
　
栗
原
美
幸
ｇ
マ
と

▽
―
回
戦

○
吉
田
　
優
勢
勝
ち

○
栗
原
　
出
足
払

○
佐
藤
　
払
腰

▽
準
決
勝

○
吉
田
　
優
勢
勝
ち

○
栗
原
　
優
勢
勝
ち

▽
決
勝

○
吉
田
　
小
外
刈

時
津
縦
Ｊ

加

古

全

姜
自
動
車
名
古
５

新
田

，
カ
ム
耳

力
と

上
野
杞
後
銀
０

佐
藤
ｅ
キ
ハ
ウ
乙

栗
原

＼＼
報

吉
田
の
話
　
新
人
優
勝
は
意
識
し
て
い
た
が
、
練
習

も
調
子
良
く
な
か
っ
た
。
技
も
ま
だ
ま
だ
チ
グ

ハ
グ
。

春
に
高
校
（市
立
柏
）
を
出
た
ば
か
り
で
社
会
人
に
な

っ
た
戸
惑
い
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
次
は
ジ

ュ

ニ
ア
体
重
別
で
優
勝
を
狙
い
た
い
。

昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
Ｖ
２
を
決
め
た
大
将
で
し

た
。

優勝 した吉田選手

(住友海上 )



女
子
７０
ｋｇ
級

″
中
市
、
４
年
目
の
悲
願
、
初
優
勝
″

平
成
９
年
の
６６
監
級

（旧
制
度
）
に
続
い
て
２
度
目
の
決
勝
進
出
の
中
市

（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
と
、
３

年
連
続
で
決
勝
進
出
の
貝
山

（住
友
海
上
）
、
い
ず
れ
も
初
優
勝
を
か
け
て
の
対
決
と
な
っ
た
。

貝
山
に
は
今
回
こ
そ
の
気
迫
が
み
な
ぎ
り
、
２
階
の
住
友
海
上
応
援
席
も
そ
の
意
を
解
し
て
、
盛
大

な
応
援
を
送
る
。
貝
山
、
左
内
股
か
ら
崩
し
て
寝
技
で
攻
め
る
。
さ
ら
に
貝
山
の
攻
勢
が
続
き
、
１
分

過
ぎ
そ
れ
ま
で
防
戦
の
中
市
に
指
導
が
い
き
貝
山
が
ポ
イ
ン
ト
を
先
取
。
と
こ
ろ
が
そ
の
す
ぐ
後
、
中

市
が
右
の
背
負
投
を
か
け
、
も
つ
れ
た
と
こ
ろ
を
こ
こ
ぞ
と
寝
技
に
攻
め
る
。
中
市
う
ま
く
足
を
抜
い

て
横
四
方
固
に
は
い
る
と
、
が
っ
ち
り
と
決
ま
っ
て
一
本
。
中
市
が
逆
転
で
念
願
の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

貝
山
は
ま
た
も
涙
を
飲
み
、
み
た
び
準
優
勝
に
甘
ん
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

山
本

（十
全
会
聖
明
病
院
）
と
福
田

（セ
コ
ム
）
は
今
年
入
社
の
新
鋭
、
３
位
入
賞
で
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

優勝 した中市選手

(ミ キハウス)

中
市
の
話
　
合
宿
疲
れ

（現
在
も
キ
ュ
ー
バ
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
と
練
習
）
で
ヘ
ト
ヘ
ト
で
し
た
。
先
に

指
導
を
取
ら
れ
て
ま
ず
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
終
盤

の
展
開
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
天
尾
さ
ん
も
欠
場
し

た
し
…
。
ベ
テ
ラ
ン
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

心
身
共
に
若
い
で
す
。
全
国
女
子
体
重
別
は
頑
張
り

ま
す
。

【成

績
】

優
　
勝
　
中
市
陽
子
ｅ
キ
ハ
ウ
乙

準
慢
勝
　
貝
山
仁
美
往
友
海
↓

第
３
位
　
山
本
亜
紀
子
牟
会
至聖
明
病
じ

第
３
位
　
福
田
美
奈
子
ぞ
コ
も

▽
準
々
決
勝

○
山
本
　
不
戦
勝
　
　
天
尾
含
マ
と

Ｏ
中
市
　
優
勢
勝
ち
　
石
橋
爺
△讐
備
保
し

○
福
田
　
袈
裟
回
　
　
小
取
ｇ
マ
と

○
貝
山
　
優
勢
勝
ち
　
小
出
水
ａ
日
本
塾属
保
し

▽
準
決
勝

○
中
市
　
体
落
し
　
　
山
本

○
貝
山
　
優
勢
勝
ち
　
福
田

▽
決
勝

○
中
市
　
横
四
方
固
　
貝
山

女
子
６３
ｋｇ
級

″南
、
僚
え
を
逆
転
で
制
し
て

二
連
覇
達
成
″

ミ
キ
ハ
ウ
ス
の
僚
友
対
決
の
決
勝
戦
。

昨
年
優
勝
の
南
も
、
今
春
天
理
大
卒
業
の
新
鋭
植
田
も
、
共
に
接
戦
を
制
し
て
の
決
勝
戦
進
出
。
報

道
席
の
後
方
か
ら
植
田
に
天
理
大
の
恩
師
藤
猪
全
柔
連
強
化
委
員
の
声
援
が
飛
ぶ
中
、
植
田
序
盤
を
リ

ー
ド
す
る
。

４２
秒
、
南
に
指
導
。
そ
の
後
長
身
南
、
大
外
刈
り
、
払
腰
で
攻
め
に
転
じ
る
が
効
果
な
し
。

植
田
、
大
腰
で
反
撃
す
る
も
南
残
す
。
中
盤
以
降
両
者
攻
め
合
う
も
の
の
決
め
手
を
欠
く
。
そ
の
ま
ま

時
が
経
過
し
、
終
了
と
な
る
と
思
わ
れ
た
５
秒
前
、
南
起
死
回
生
の
左
大
内
刈
り
に
植
田
半
身
で
倒
れ
、

有
効
が
宣
告
さ
れ
る
。
南
苦
し
い
戦
い
を
乗
り
越
え
う
れ
し
い
三
連
覇
を
成
し
遂
げ
る
。

３
位
に
は
、
３
試
合
を
勝
ち
抜
い
た
柳
田

（ダ
イ
コ
ロ
）
と

一
昨
年
第
３
位
、
昨
年
準
優
勝
の
赤
岡

（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
が
入
賞
。
い
ず
れ
も
準
決
勝
戦
で
は
優
勢
負
け
で
涙
を
飲
ん
だ
。

【
成

績
】

優

勝

南

千
〓

るヽ

乙

準
優
勝
　
植
田
裕
子
ぐ
キ
ハ
ウ
乙

第
３
位
　
柳
田
恭
子
少
イ
コ
こ

第
３
位
　
赤
岡
志
保
ｅ
キ
ハ
ウ
乙

▽
準
々
決
勝

○
南
　
　
優
勢
勝
ち
　
海
野
傘
△讐
備
保
』

○
柳
田
　
優
勢
勝
ち
　
篠
原
貧
谷
建
惑

○
植
田
　
優
勢
勝
ち
　
藤
本
０
イ
コ
こ

○
赤
岡
　
優
勢
勝
ち
　
山石
藤
往
友
海
↓

▽
準
決
勝

○
南
　
　
優
勢
勝
ち
　
柳
田

○
植
田
　
優
勢
勝
ち
　
赤
岡

▽
決
勝

○
南
　
　
優
勢
勝
ち
　
植
田

優勝 した南選手

(ミ キハウス)

南
の
話
　
優
勝
は
何
と
な
く
狙

っ
て
い
た
が
、
合
宿

疲
れ
で
体
調
が
良
く
な
く
、
先
に
指
導
を
取
ら
れ
て

ヤ
バ
イ
と
思

っ
た
。
今
日
は
取

っ
て
取
ら
れ
て
の
悪

い
パ
タ
ー
ン
が
続
い
た
。
植
田
さ
ん
と
は

（同
じ
所

属
な
が
ら
）
ほ
と
ん
ど
練
習
で
は
対
戦
し
て
な
い
（公

式
戦
で
は
何
度
も
対
戦
し
て
る
）
。



女
子
５７
ｋｇ
級

″
新
人

岡
崎
、
強
一象
を
接
戦
で

制
し
栄
冠
に
輝
く
″

昨
年
優
勝
の
植
田

（ダ
イ
コ
ロ
）
を
接
戦
の
末
破
っ
た
岡
崎

（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
に
対
す
る
は
、
同
じ

く
昨
年
準
優
勝
の
茂
木

（住
友
海
上
）
を
下
し
た
窪
田

（
コ
マ
ツ
）
の
強
豪
同
士
の
決
勝
戦
。

序
盤
は
両
者
組
み
手
争
い
に
終
始
し
、
互
い
に
組
み
合
わ
ず
１
分
２
秒
に
両
者
指
導
。
そ
の
後
、
岡

崎
積
極
的
に
窪
田
の
奥
襟
を
取
り
に
行
き
、
左
の
内
股
、
左
大
内
刈
り
、
背
負
投
げ
、
体
落
し
、
と
攻

め
続
け
る
。
３
分
８
秒
、
反
撃
を
試
み
た
窪
田
の
左
払
腰
を
つ
ぶ
し
、
寝
技
で
攻
め
る
。
ポ
イ
ン
ト
は

奪
え
な
か
っ
た
も
の
の
終
始
攻
め
続
け
た
岡
崎
に
旗
が
３
本
上
が
っ
た
。
岡
崎
堂
々
の
初
優
勝
を
遂
げ

之０
。３

位
に
は
、
昨
年
優
勝
の
植
田

（ダ
イ
コ
ロ
）
と
赤
野

（セ
コ
ム
）
が
入
賞
し
た
。

【成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
仕

第
３
位

▽
２
回
戦

○
植
田

○
岡
崎

○
赤
野

○
窪
田

▽
準
決
勝

○
岡
崎
　
優
勢
勝
ち

○
窪
田
　
優
勢
勝
ち

▽
決
勝

○
岡
崎
　
優
勢
勝
ち

岡
崎
綾
子
ｅ
キ
ハ
ウ
乙

窪
田
雅
子
含
マ
と

植
田
庸
子
少
イ
コ
こ

赤
野
仁
美
Ｃ
コ
ι

払

腰

　

　

　

伊

藤

ａ

日
本
社
属

保
Ｃ

優
勢
勝
ち
　
有
櫛
ｇ
マ
と

優
勢
勝
ち
　
大
塚
ａ
日
本
社属
保
』

優
勢
勝
ち
　
茂
木
径
友
海
↓

植
田

赤
野

窪
田

優勝 した岡崎選手

(ミ キハウス)

岡
崎
の
話
　
五
輪
に
は
出
場
で
き
な
く
て
落
ち
込
ん

だ
時
期
も
あ

っ
た
が
、
立
ち
直
る
良
い
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
初
出
場
優
勝
は
狙

っ
て
い
た
。
し
か
し
、

今
日
は
自
分
の
課
題
を
ど
こ
ま
で
克
服
で
き
る
か
留

意
し
た
。
そ
の
点
で
は
ま
だ
不
満
が
残

っ
た
。

今
も
埼
玉
大
で
練
習
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
秋

の
体
重
別
は
優
勝
を
狙

っ
て
い
き
た
い
。

女
子
５２
ｋｇ
級

″横
澤
沙
恵
、
階
級
下
げ
て
初
優
勝
飾
る
″

昨
年
優
勝
の
猿
渡

（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
を
破
っ
た
横
澤
沙
恵

（タ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
）
と
、
過
去
２
回
優

勝
の
実
力
者
の
永
井

（ダ
イ
コ
ロ
）
を
破
っ
た
勢
い
で
昨
年

（準
優
勝
）
の
雪
辱
を
果
た
し
た
い
横
澤

由
貴

（住
友
海
上
）
の
対
戦
と
な
っ
た
。

開
始
２８
秒
、
タ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
横
澤
が
左
組
み
と
み
せ
て
、
右
の
低
い
背
負
投
で
効
果
を
先
取
。

そ
の
後
も
左
内
股
、
払
腰
、
右
背
負
で
攻
め
る
。　
一
方
、
住
友
海
上
の
横
澤
も
右
の
小
内
、
大
内
、
左

の
一
本
背
負
な
ど
多
彩
な
攻
め
を
見
せ
る
が
及
ば
ず
。
時
間
と
な
っ
て
、
横
澤
対
決
は
タ
カ
メ
デ
ィ
カ

ル
の
横
澤
が
初
優
勝
。
昨
年
の
５７
地
級
か
ら
今
年
５２
地
級
に
階
級
を
下
げ
る
な
ど
努
力
が
実
を
結
ん
だ
。

住
友
海
上
の
横
洋
は
昨
年
に
続
い
て
、
決
勝
で
涙
を
飲
む
。

猿
渡
は
準
決
勝
で
優
勝
の
横
澤

（タ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
）
に
判
定
で
敗
れ
３
位
、
２
年
連
続
優
勝
な
ら

ず
ｏ

・８
歳
の
新
鋭
、
野
尻

（
コ
マ
ツ
）
は
１
、
２
戦
、
い
ず
れ
も
寝
技
で
一
本
勝
ち
す
る
も
、
準
決
勝

で
は
横
澤

（住
友
海
上
）
に
判
定
で
涙
、
３
位
に
甘
ん
じ
た
が
将
来
が
楽
し
み
。

優勝 した横澤選手

(タ カメディカル)

横
澤
の
話
　
昨
年
は
５７
地
級
に
出
場
し
、
１
回
戦
で

敗
れ
て
悔
し
か
っ
た
。
今
年
は
体
重
を
下
げ
、
最
初

か
ら
優
勝
を
狙

っ
た
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ

と
な
く
順
当
に
や
れ
た
と
思
う
。

次
は
国
体
で
頑
張
り
ま
す
。
個
人
で
も
も
う

一
歩

上
を
目
指
し
た
い
。

桔
導
軍
〃
首
賀
タ
カ
メ
デ
ィ
カ
ル
）

結
燈
芹
由
旦
貝
（住
友
海
上
）

猿
渡
夏
子
ｇ
キ
ハ
ウ
乙

野
尻
麻
美
ｇ
マ
と

優
勢
勝
ち
　
西
曾
本
製
き

不
戦
勝

上
四
方
回
　
坂
井
↑
ヨ
タ
自
動
３

優
勢
勝
ち
　

水ヽ
井
テ
イ
コ
こ

【
成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
仕

第
３
位

▽
準
々
決
勝

○
猿
渡

○
横
澤

○
野
尻

○
横
澤

▽
準
決
勝

●
横
澤
　
優
勢
勝
ち

○
横
澤
　
優
勢
勝
ち

▽
決
勝

○
横
澤
　
優
勢
勝
ち

猿
渡
ぐ
キ
ハ
ウ
乙

野
尻

横
澤



女
子
４８
ｋｇ
級

″真
壁
、
実
力
を
発
揮
し

２
年
連
続
４
度
日
の
優
勝
達
成
″

昨
年
と
同
じ
く
真
壁

（住
友
海
上
）
と
小
田

（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
の
決
勝
戦
。

試
合
前
半
戦
は
小
田
右
背
負
投
げ
で
攻
め
、
こ
れ
を
真
壁
崩
し
て
、
寝
技
で
攻
め
る
攻
防
が
続
く
。

中
盤
２
分
１０
秒
、
真
壁
得
意
の
左
小
内
刈
り
が
飛
び
効
果
を
奪
う
。
そ
の
ま
ま
寝
技
に
移
行
し
、
真
壁

執
拗
に
攻
め
続
け
る
。
し
か
し
小
田
の
絡
ん
だ
足
を
解
け
ず

「立
て
」
の
宣
告
。
終
盤
小
田
挽
回
す
べ

く
右
背
負
投
げ
、
右
大
内
刈
り
と
反
撃
す
る
も
、
真
壁
余
裕
を
も
っ
て
か
わ
し
、
寝
技
で
応
戦
。
そ
の

攻
防
が
続
き
試
合
終
了
と
な
る
。
小
田
雪
辱
成
ら
ず
２
年
連
続
の
準
優
勝
に
甘
ん
じ
る
。
実
力
の
真
壁
、

貫
禄
の
二
連
覇
。
通
算
４
度
目
の
優
勝
は
賞
賛
に
値
す
る
。

３
位
に
は
宮
之
原

（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
と
小
川

（セ
コ
ム
）
が
入
賞
し
た
。

【
成

績
】

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

▽
２
回
戦

○
真
壁

○
宮
之
原

○
小
川

○
小
田

▽
準
決
勝

○
真
壁
　
　
上
四
方
回

○
小
田
　
　
優
勢
勝
ち

▽
決
勝

○
真
壁
　
　
優
勢
勝
ち
　
小
田

真
壁
友
枝
径
友
海
↓

小
田
智
子
ぐ
キ
ハ
ウ
乙

宮
之
原
ま
ゆ
み
ぐ
キ
ハ
ウ
乙

小
川
絵
里
ぞ
コ
ι

不
戦
勝
　
　
芳
岡
貧
洋
観
と

大
外
刈
　
　
牧
野
霧
Ｊ

優
勢
勝
ち
　
一工
浦
テ
カ
と
ア
ィ
カ
と

優
勢
勝
ち
　
村
上
露
居
酒
色

小 宮
,II之

原

(住友海上 )

優勝 した

真
壁
の
話
　
優
勝
は
考
え
て
な
か
っ
た
が
、
こ
の
大

会
で
勝
て
な
い
よ
う
で
は
…
ズ
五
輪
も
ア
ジ
ア
選
手

権
も
出
ら
れ
な
く
て
）
心
の
迷
い
が
続
き
、
練
習
不

足
で
し
た
。
も
う

一
度
、
秋
の
全
国
女
子
体
重
別
へ

向
け
、
心
と
体
を
立
て
直
し
た
い
。

女子78kg超級決勝 初「花袈裟回めで押えるが木屋逃れる

旦
爪

ｒ
ｓ

Ｉ
一
　

　

Ｗ

／　
　
Ｘ
ａ

メ

ィ            tl.d

男子73kg級決勝 新田の大外刈「技有 り」

男子 00kg級決勝 宗の大外刈見事に決まって「一本」

や

女子70kg級決勝 寝技で攻める中市



成 績 表

10江 上 (九 州 電 力)

2 八  汐 (日 本道路公団)

3高 岩 鮮 成 管 財)

4 坂  田 (旭  化  成)

5 島 卜

'(NTT東

日本)

6 前 田僚 芝 )

7小 林 (近 畿 通 関)

8 山 田 (三洋電機。東京)

9 高 森 (綜 合警備保障)

10高 橋 (日 本 通 運)

11上 本 僚 葉 ガ ス)

12 佐々木 (日 本中央所馬会)

13 松 村 佃  化 成)

14若 松 (日 本 生 命)

15谷 本 (平 成 管 財)

16 新 盛 (ダ イ コ ロ)

170田  村 (日 本道路公団)

180上  水 (綜 合警備保障)

19 竹  本 (十全会十全病院)

20 江 良 (旭  化  成)

21 羽  田 (神鋼パンテック)

22  堺  (九 州 電 力)

23 流 (平 成 管 財)

24佐 藤 (ツ ク バ 計 画)

25 水 井 (新 日鐵・広畑)

26久 保 (清 水 建 設)

27 小  沼 (NTT東 日本)

28中 嶋 (京 葉 ガ ス)

29 松  本 (日 本中央競馬会)

30 池 田 (東    芝)

31 高  橋 (セ   コ  ム)

32宮 澤 (東 洋 水 産)

33 石 井 備 人・松 山)

34 横  山 (日 本道路公団)

350村 元 伽  化 成)

男子100kg超級 (70名 )

○印はシー ド選手

360安  蒜 (日 本中央競馬会)

37 岩  佐 (東 日本旅客鉄道)

38 西  田 (九  州 電 力)

39出 口 (新 日 鐵・広 畑)

40 中 野 (旭   化  成)

41 山 岸 僚 葉 ガ ス)

42水 野 (太 平 工 業)

43 浦  田 (日 本 道路公 団)

44今 庄 (ァ ィ シン精 機)

45 水 野 (セ コム上信 越)

46水 口 (平 成 管 財)

47  堀  (I  M  S)
48 竹 村 ∝ 畿 通 関)

49石 崎 (日 本道 路公 団)

50安 部 師 日 鐵。大 分)

51根 本 (日 本 通 運)

520高 橋 (旭  化  成)

530平 井 (ダ イ コ ロ)

54  黛  に 洋電機。東京)

55金 丸 (NTT東 日本)

56吉 田 (近 畿 通 関)

57 橋 本 鯨  日 鐵・堺)

58 赤井澤 は 葉 ガ ス)

59小 林 (平 成 管 財)

60 月ヽ  ラ膵(東      芝)

61 谷  口 (旭   化  成)

62 清  水 (日 本 道路 公 団)

63中 嶋 (ク ラ レ 岡 山)

64 山 岸 (セ ントラル警備)

65伊 藤 (清 水 建 設)

66 藤  本 (日 本中央競馬会)

67 尾 本 (九 州 電 力)

68 宮  内鯨 合 讐備保 障)

69吉 永 (京 葉 ガ ス)

700下  出鎚  化  成)



表成

10小 嶋 (綜合讐備保障)

2山 崎 (合 同 産 業)

3 田 中 (ミ  ズ ノ)

4 岩 谷 (新 日 鐵・堺)

5 泰 (O J J A)

6倉 吉 (京 葉 ガ ス)

7 大  漉 (日 本中央競馬会)

8 瀬  ~下 (三洋電機・東京)

9 磯 崎 (新 日鐵・大分)

10 古  河 (三菱重工・名古屋)

11 豊  田(NTT東 日本)

12 =千  葉 (日 本道路公団)

13 三  好 (ダ イ コ ロ)

14 /Jヽ  ナ
「
|(九 州 電 力)

15 /Jヽ  丸 (甲南大学柔友会)

160湊 谷 (新  日 鋤

170窪 田鎚  化 成)

18  サ京 (ト ヨタ自動車)

19  前  (豊田自動織機)

20  林  (ク ロノメーター)

21阪 田∝ 畿 通 関)

22 平 田(I M S)
23 石 田 (新 日鐵・広畑)

24 測 田 (九 )11 電 力)

25 吉 岡 (フットワクエクスルか

26 害」 田 (マルオカ八興製作所)

27 橋  本 (神鋼パンテック)

28 大 漉 (東 レ・滋 賀)

29 藤 本 (東    芝)

30 鈴 木 (綜合讐備保障)

31 桑 原 (九 州‖ 電 力)

320大 野 (ダ イ コ ロ)

男子 100k日級 (65名 )

O印はシー ド選手

330福  田 (九  州 電 力)

34 竹  内 (東      芝)

35 米 嶋 (甲 南大学柔友会)

36 向 尾 (東  レ・滋 賀)

37 /Jヽ  ナ||(ダ  イ コ ロ)

38 橋 本 に 丼 生 命)

39 考塁 口 (日 本中央競馬会)

40島 田 (ダ イ ニ ッ か

41 国 原 (本 多技研・熊本)

42 中 村 (吉川工業・名古屋)

43竹 内 (ミ ツ ウ ロ コ)

44 大 森 (綜 合警備保 障)

45 粟 (新 日 鐵・広 畑)

46 井 上 (平 成 管 財)

47 長谷サII(王 子製紙古小牧)

480古 田 (セ  コ  ム)

490ウ反 オこ(国学院院友乗道クラプ)

50 遠 藤 (日 本道路 公 団)

51 山 本 (I  M  S)

52 古家後 (近 畿 通 関)

53 遠  入 (新  日 鐵・堺)

54 五  嚇まマルオカ八興製作所)

55 青  木 (三菱重工・名古屋)

50 大  下 (日 本中央競馬会)

57桜 井 鯨 日 鐵・広 畑)

58 井  谷 (東  レ・滋 賀)

59  淡  (甲 南大学柔友会)

60 大河内 (綜 合 讐備保 障)

61中 島 (新 日 鐵。ノヽ 幡)

62佐 原 (日 本 通 運)

63吉 田 (大 平 工 業)

64 相 原 弛  化  成)

650 宗 仇 州 電 力)



成 績 表

男子90kg級 (55名 )

10有 サ||(綜 合讐備保障)

2 廣 ナ||(セ  コ ム)

3永 田 (平 成 管 財)

4橋 場 (束 洋 水 産)

5 中 根 錬    芝)

6 西  辻 (新 日 鐵。堺)

7 山 城 (旭  化  成)

8 中 嶋 (日 本道路公団)

9瀬 ナ||(安 川 電 機)

10 平  野 (ダ イ コ ロ)

11 吉  田 (十全会聖明病院)

12 横  ナ||(九 州寸 電 力)

13大 月 (近 畿 通 関)

140繁  昌鎚  化  成)

150大 原 錬 洋 水 産)

16 深  )||(日 本道路公団)

17  9'  ぞ事(フットワークエクスプレス)

18 本 田 (九 州‖ 電 力)

19 小 サII(セ コム上信越)

20 河ヽ 橋 (綜 合警備保障)

21本 木 (日 本 通 運)

22 三 浦 (セ ントラル警備)

23 長谷ナ十1(新 日鐵・広畑)

24 中 山 (東    芝)

25 宮 園 (東 レ・滋 賀)

26 森  ナ||(愛 メディカル)

27  こ子 (O 」 J A)

280斉 藤佃  化 成)

290高 橋 (新 日鐵・広 畑)

30 服  平 (東  レ・滋 賀)

31 梅  谷 (セ   コ   ム)

32 本 廣 (十全会十全病院)

33関  口(NTT東 日本)

34 近 藤 (日 本道路公団)

35 吉 野 (新  日 鐵・堺)

36 尾 崎に 丼 生 命)

37 清  田 (三菱重工。名古屋)

38 平酉 )キ (フットワークエクスプレス)

39 久保木 (綜 合誓備保障)

40 佐 藤(I  M  S)

41 新 納 (セ ントラル警備)

420中 村伽  化  成)

430田 辺伽  化  成)

44 /Jヽ  澤 (マルオカ八興製作所)

45 愛!(綜 合警備保障)

46 相 馬 (東     芝)

47小 嶋 (日 体大柔友会)

48 半 野 (新  日 鐵・堺)

49三 宮 (日 本道路公団)

50 前 田(東  レ・滋 賀)

51山 本 (新 日鐵・広 畑)

52 前 田 (九 州 電 力)

53大 坪 (東 洋 水 産)

54 山 田 (セ  コ  ム)

550秋 葉 (自 衛隊体育学校)

○印はシー ド選手



績

男子81 kg級 (79名 )

○印はシー ド選手

400鈴 木伽

41 丸 山(セ10村 田(了 徳寺学園)

2岡 本 (関 西 電 力)

3 曽我 部 (甲南大学柔友会)

4 糀 6ド (セ ントラル讐備)

5 橋 本 (ダ イ コ ロ)

6大 角僚 葉 ガ ス)

7 正 木 (正 木 接骨 院)

8 石  田 (新 日鐵・八幡)

9坂 本 (O J」 A)

10 森  口 (甲南大学柔友会)

11 塚  :厚 (自衛隊体育学校)

12 下  平 (三菱重工・名古屋)

13吉 田 (高 宮 整 骨 院)

14小 山 (大 阪 ガ ス)

15 /Jヽ  田 (関西医療整骨院)

16田 辺 (秋 元 道 場)

17 1賃  口 (グ ッ ト ヒル)

18藤 村 (大 京 フ ー ズ)

190加 美 (合 同 産 業)

200塘  内llE 化 成)

21 ,本  田(愛 メディカル)

22寺 田(ダ イニ ッか

23小 島 基(村 山 整 骨 院)

24 イ左 野 (豊 田自動織機)

25 サ|1 彰支(三 菱自動車t名 古屋)

26 岡 本 (ト ヨタ自動車)

27 寺 本 (甲 南大学柔友会)

28 坂 本 (ダ イ コ ロ)

29宇 戸 (日 本 生 命)

30 松 井陳    芝)

31平 野 (近 畿 通 関)

32F]馬 (ミ ツ ウロ コ)

33 丸 野 (日 本道路公団)

34伊 藤 (平 成 管 財)

35高 橋 (東 京 消 防庁)

36 水  口 (富士写真フィルム)

37草 メJ(京 葉 ガ ス)

38 小椎尾蕉 レ・滋 賀)

390平 岩 (セ  コ ム)

化  成)

コ   ム)

42 奥 村 (ダ イ コ ロ)

43  林  (ツ ク バ 計 画)

44 徳  間 (松 前柔道クラブ)

45 蟹  井 (山 梨学院柔友会)

46 阿久根 (甲 南大学柔友会)

47 大  島 (自 衛隊体育学校)

48 原 (NTT東 日本)

49 :辱 田 (福岡大学柔道クラブ)

50木 村 (東 京 消 防 庁)

51 中 村 (マルオカ八興製作所)

52大 オ市(ア イシン精機)

53永 岡(東 京 海 上)

54鈴 木 (ミ ツ ウ ロ コ)

55 小 島 武(村 山 整 骨 院)

56 ユ度 辺 (東 日本旅客鉄道)

57 荒  尾 (セ ン トラル讐備)

58  原  (十全会十全病院)

590五十嵐 (セ コム上信越)

600大  山(京 葉 ガ ス)

61奥 村 14H鋼 パンテック)

62 高 昔 (束 洋 水 産)

63 小野原鎚  化  成)

64玉 井 (帝 人 松 山)

65 尾 辻 (日 本道路公国)

66吉 永 (ダ イ ニ ッ カ)

67橋 本 (合 同 産 業)

68茂 木 (大 京 フ ー ズ)

69 松 本伏 阪 ガ ス)

70田 中 (日 本 生 命)

71中 村 (新 日鐵・ノヽ 幡)

72中 釜 (ク ラ レ 岡 山)

73 千 葉 (京 浜急行電鉄)

74 米  1商 (三菱重工・名古屋)

75 中 山 (甲 南大学柔友会)

76上 原 (ト ヨタ 自動車)

77秋 山 (平 成 管 財)

78 中仮屋 (三 井 生 命)

790中 田(セ   コ  ム)



績

男子 73 kg級 (70名 )

10新  田 (京 葉 ガ ス)

2 市 チ||(ミ  ズ ノ)

3 カ日 藤 (十全会聖明病院)

4 西  嶋 (吉川工業名古屋)

5皆 田 (東 洋 水 産)

6 佐  藤 骸ッν クエクスプレス)

7 大 田果 (セ   コ  ム)

8小 林 (坂 井 印 刷)

9 相  馬 (自 衛隊体育学校)

10 二上 屋 (セ コム上信越)

11 岡  本 (セ ントラル警備保障)

12 平  野 (I・ M・ S)

13 日叶 多 (古 河機械金属)

14寺 井 (東 京 消 防 庁)

15 竹  林 (ト ヨタ自動車)

16  南  (新 日鐵・八 幡)

170ナ H  ¬F(羽田タートルサービス)

180工  藤 (日 本道路公団)

19 上  菌 (セ   コ  ム)

20 佐 伯 (安 ナ1電 機)

21 三 熊 (東日本旅客鉄道)

22岡 島 (東 洋 水 産)

23重 原 (関 西 電 力)

24 上 田 (ト ヨタ自動車)

25松 岡 (東 京 海 上)

26楠 原 (日 本 生 命)

27笹 ナII(セ コム上信越)

28 田 中 (東     芝)

29 山 琳訳富士写真フィルム)

30 宮  村 (Y ・ K ・ K)

31松 永 (日 体大柔友会)

32 上  を夕(全国総合パトロール)

33高 本 (坂 井 印 層」)

34 袖 山骸ットワクエクスプレス)

350高 田(自衛隊体育学校)

360吉 岡鯨 日鐵。広 畑)

37横 井 (関 西 電 力)

38 瀧  芽こ(セ   コ   ム)

39 長  (古 河機械金属)

40 1F 愛冷(Y ・ K ・ K)
41 板 倉陳 芝 )

42樗 木 (日 体 大 柔友会)

43 宮  崎 (甲 南大学柔友会)

44 長谷川 (O 」 J A)

45 中 野 倫国総合パトロー′の

46鈴 木 (東 京 海 上)

47尾 藤 (ダ イ ニ ッ カ)

48 岩  本 (ダ  イ コ ロ)

49 花  岡 (安 川 電 機)

50 F旨  野 (陸 前高田市農協)

51船 倉 (東 京 消 防 庁)

52 伊  F藤 (富士写真フィルム)

530牧  瀬 (自 衛隊体育学校)

540向 井 (自 衛隊体育学校)

55 中 村 (東  レ・滋 賀)

56 浜  中 (三菱重工・名古屋)

57育 島 (東 洋 水 産)

58高 野 (神 鋼パンテック)

59 久 保伏 京 フ ー ズ)

60市 毛 佑 河機械 金属)

61浅 田 (大 阪 ガ ス)

62 弘  中 (自 衛隊体育学校)

63 田 中 (十全会聖明病院)

64 金 子 (セ コム上 信越)

65野 崎 (坂 井 印 刷)

66   迫   (フットワークエクスプレス)

67岡 野 (日 本 通 運)

68福 地 (日 体 大 柔 友会)

69徳  田 (ト ヨタ 自動車)

700井  ナII(綜 合誓 備保 障)

○印はシー ド選手



成 績 表

男子66 kg級 (56名 )

10大 西 (明    送)

2 小野寺 鰊    松)

3 1可  口 (東 レ・滋 賀)

4中 村 (京 葉 ガ ス)

5 池 田 (ミ  ズ  ノ)

6 花  沢 (綜 合警備保障)

7 佐 治 14H鋼パンテック)

8 若  林 (ス ポーツ会館)

9 吉 ナ||(ダ イ ニ ッ カ)

10 近  藤 (NTT東 日本)

11晋 ナII(合 同 産 業)

12 中 西 (YoK・ K)

13青 柳 (東 京 消 防 庁)

14 奥 (坂 井 印 刷)

15 金 ケ江 (新 日鐵。広畑)

16 中 島 (自 衛隊体育学校)

17 棒  浴卜(甲南大学柔友会)

18木 下 (ト ヨタ自動車)

19濱 口 (東 洋 水 産)

20 栗  本 (関西医療整骨院)

21 薄 葉 骸ットワークエクスプレス)

22 阿 部 (東 和 ク ラ ブ)

23前 田 (村 山整
=院

)

24今 井 (高 宮 整 骨 院)

25 覇毛 渭≧(マルオカ八興製作所)

26佐 々木 (ツ クバ計 画)

27 佐 藤陳    芝)

280小  室鮪 合警備保障)

290南 條 (ダ イ コ ロ)

30 覚 野曖 メディカル)

31戸 田(ダ イ ニ ッ か

32松 尾 (本 田技研熊本)

33 中 島 (ミ   ズ  ノ)

34 金 井 (甲 南大学柔友会)

35 渡  辺 (Y ・ K ・ K)

36  福  (福岡大学柔道クラブ)

37 鈴 木骸ットワークエクスプ啄 )

38 長  '暴 (全国総合パトロール)

39 小見川 鯨 合 警 備 保 障)

40 前  田 (マルオカ八興製作所)

41百 瀬 (村 山 整 骨 院)

42 鈴 木錬     芝)

43 ,関  田 (自 衛隊体育学校)

44 池 上僚 葉 ガ ス)

45 室 井 (日 本 生 命)

46中 山 (大 阪 ガ ス)

47秋  田 (綜 合警備保障)

48芝 田 (関 西 電 力)

49 南 保lHD    送)

50 古 寺 (セ コム上信越)

51  J楽  (十全会十全病院)

52 冨 永 (富士写真フィルム)

53 尾  原 (関 西医療整号院)

54 高  橋 (東 日本旅客鉄道)

55 高 田 (九 州 電 力)

560石  サ||(東      芝)

○印はシード選手



男子60kg級 (33名 )

10漆 畑 (東    芝)

2 佐  藤 (大 産大柔友会)

3 菊  田 (東日本旅客鉄道)

4 三本菅 (高 宮 整 骨 院)

5 小 杉 (村 山整 骨 院)

6堀 家 (関 西 電 力)

7 大 槻 曖 メディカノの

8 _L 野 (セ  コ  ム)

9 伊  藤 (綜 合警備保障)

10久 保 田 (ツ クバ 計 画)

170松 本 (セ  コ  ム)

18 田 口 (新 日 鐵・広 畑)

19 遠  嶋 (綜 合警備保 障)

20 安  藤 (ス ポー ツ会館)

21斎 藤 (東 京 消 防 庁)

22 藤  サ||(東     芝)

23森 下 (日 本 通 運)

24 清 水 (平 成 管 財)

25 関  口 (綜 合 警備 保 障)

26 1工 部 (東 日本旅客鉄道)

横 田 (ダ イ コ ロ)

石 井 (塩 谷 建 設)

笠 間 笠 間 商 店)

27 中 居 (グ ツ ト ヒ
'い

28白 神 (ク ラ レ 岡 山)

29南 雲 (村 山 整 骨 院)

西  村 (自衛隊体育学校)
30 佐 藤鰊 松 )

15大 園 (日 立 電 子)

160松 田 (近 畿 通 関)

31 佐々木 (マ ルオカ八興製作所)

32荒 ナ||(高 宮 整 骨 院)

330吉  岡 (自 衛隊体育学校)

○印はシード選手



成 績 表

10山 田 (セ  コ ム)

2 カロ 藤 (王子製紙古小牧)

3宗 岡∝ 畿 通 関)

4  郷  (新 日鐵・広畑)

5高 山臨 谷 建 設)

6 川 端 (日 本道路公団)

7   ,泉  (十全会十全病院)

8 橋  本 (東 日本旅客鉄道)

9 後 藤 (セ コム止信越)

10 前 チ||(三菱重ェ。名古屋)

11 松 本僚 レ・滋 賀)

12 柳  田 (吉川工業・名古屋)

13藤 田 (帝 人 松 山)

14 江  森 (自衛隊体育学校)

15松 平 (ト ヨタ自動車)

16 渡  辺 (新 日鐵。大分)

17平 井 建 田自動織機)

18網 谷 (塩 谷 建 設)

19 西  ナII(Y ・ K ・ K)

20伊 勢脇 (ク ラ レ 岡 山)

21 東代宮 (セ  コ ム)

22 西 山 (東 レ。滋 賀)

23 大  島 (三菱重工・名古屋)

24 ネ申 谷 (グ ッ ト ヒル)

25 西 森 (新 日鐵・八幡)

26 高 井 (フェザー安全剃刀)

27浅 見 (秋 元 道 場)

28 前 田気 レ・滋 賀)

29田 中 (大 阪 ガ ス)

男子22才未満(58名 )

○印はシー ド選手

30池  田 (ト ヨタ自動車)

31 栗 栖鯨  日 鐵・弗

32大 久保 (高 宮 整 骨 院)

33 三 輪 (フ ェザー安全剃刀)

34 東 濱 (セ  コ  ム)

35 西 澤錬  レ・滋 賀)

36植 原 (日 本 道 路 公 団)

37 イ司 谷 (十 全会十全病院)

38 岩 崎鯨 日鐵・八 幡)

39東 迫 (豊 田 自動織機)

40 楠 見 伽  化  成)

41清 武 (塩 谷 建 設)

42 植  田 (三菱重工・名古屋)

43藤 岡 (帝 人 松 山)

44 志 磨 (I  M  S)

45 木  谷 (王子製紙古小牧)

46 相牟 田 (自 衛隊体育学校)

47 珂ヽ  中 (東  レ・滋 賀)

48 吉  田 (セ コム止信越)

49服 部 (ト ヨタ 自動車)

50 4雪  樫 (東 日本旅客鉄道)

51 ナII 村 (新 日 鐵・八 幡)

52 日 野 (セ   コ   ム)

53 野 本 (グ ッ ト ヒ ル)

54 岩  松 (コ スモ讐備保障)

55 今 (NTT東 日本)

56瀬 尾 (新 日 鐵・広 畑)

57 イ公 田(セ ントラル警備)

580金 杉臥 元 道 場)



成 績 表

女子78kg超級(9名 )

柳
10柳 花 (ダ イ コ ロ)

2万 井 (日 本 生 命)

3 徳 田 (コ  マ ツ)

4 篠  田 (十全会聖明病院)

50空 田 (東 洋 観 光)

60保 坂 (塩 谷 建 設)

7 サ未 尾 (タ カメディカル)

8 岩 永 (十全会十全病院)

90木 屋 (ミ キ ハ ウ ス)

女子78kg級 (7名 )

10上 野 (肥

2 時 津破

3 吉 田住

後 銀 行)

羽)

友 海 上)

40栗 原 (コ  マ  ツ)

5 カ日 古 (三菱自動車名古屋)

6 新  田 (タ カメディカ,レ )

70佐 藤 (ミ キ ハ ウ ス)

女子 70 kB級 (11名 )

10天 尾 (コ  マ ツ)

2 山 芥こ(十全会聖明病院)

3 中 市 (ミ キ ハ ウ ス)

4 高 橋 (セ  コ ム)

50石  橋 (綜 合警備保障)

60/Jヽ  取 (コ   マ   ツ)

7 福 田 (セ  コ  ム)

8 二重作 鯨 合警備保 障)

9 _L 西 (タ カメディカル)

10 小出水 (西 日本警備保障)

■O貝 山 (住 友 海 上)

女子63kg級 (18名 )

10南 (ミ キハ ウス)

2三 代 (日 水 製 薬)

3 海 野鯨 合警備保障)

4 手 嶋 (タ カメディカアの

5篠 原臨 谷 建 設)

6 服  部 (三 菱自動車名古屋)

7 船  田 (十全会聖明病院)

8柳 田 (ダ イ コ ロ)

90山  口(コ  マ ツ)

100植  田 (ミ キ ハ ウ ス)

11寺 沢 (東 洋 観 光)

12 金  =子 (ジヤパンプロテクション)

13 藤 本 (ダ イ コ ロ)

14山 崎 (タ カメディカル)

15岩 藤 (住 友 海 上)

16 田 代 (十全会十全病院)

17坂 中 (日 水 製 剰

180赤  岡 (ミ キ ハ ウ ス)

甲OF⊇
○

市

○印はシー ド選手



成 績 表

女子57 kg級 (12名 )

10植 田 (ダ イ コ ロ)

2 カ様 田 (フ ェザー安全剃刀)

3 伊  藤 (西日本警備保障)

4岡 崎 (ミ キハ ウス)

5山 口(白 糸 の 滝)

60有 櫛 (コ  マ ツ)

70赤 野 (セ  コ  ム)

8 石  止奇(三菱自動車名古屋)

9 大  塚 (西 日本讐備保障)

10 窪 田 (コ  マ  ツ)

11 杉 野錬 洋 観 光)

120茂 木僧 友 海 上)

女子52kg級 (15名 )

10猿 渡 (ミ キ ハ ウ ス)

2 西 (日 水 製 薬)

3 伊  藤 (十全会聖明病院)

4 家 入 (コ  マ ツ)

5中 橋 (中 橋 産 業)

6 秋  山 (綜 合讐備保障)

70横  澤 (タ カメディカル)

80坂 井 (ト ヨタ自動車)

9内 田(I M S)
10 宮 倉 (京 浜急行電鉄)

11 野  尻 (コ   マ   ツ)

12 水  引虫ダ イ コ ロ)

13 西  村 (十全会十全病院)

14西 江 (日 本 生 命)

150横 澤 徒 友 海 上)

女子48 kg級 (11名 )

10真 壁 (住 友 海 上)

2芳 岡 (東 洋 観 光)

3 貪員 谷 (西 日本讐備保障)

4 牧 野 破    羽)

50宮之原 (ミ キハ ウ ス)

60三  浦 (タ カメディカル)

7 藤  田 (十 全会十全病院)

8 小 サ||(セ  コ  ム)

9藤 堂 (東 洋 観 光)

10村 上 (藤 居 酒 造)

110/Jヽ 田 (ミ キ ハ ウ ス)

○印はシー ド選手



「審
判
講
習
会
」
開
催
さ
れ
る

全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

「審
判
講
習
会
」
が
、
第

一

回
７
月
１５
日
ω
大
阪

・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ジ

ア
ム
、
第
二
回
９
月
２
日
ω
東
京

・
講
道
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
連
盟
所
属
の
指
導
者

・
審
判
員
及
び
現
役

選
手
の
柔
道
に
関
す
る
知
識
の
向
上
と
審
判
技
術
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
側
大
崎
企
業
ス

ポ
ー
ツ
事
業
研
究
助
成
財
団
の
支
援
を
受
け
て
実
施
さ

れ
た
。
参
加
者
は
併
せ
て
約
１００
名
。

特
に
、
今
回
は
側
講
道
館
道
場
指
導
部
長
で
日
本
柔

道
界
の
重
鎮
で
あ
ら
れ
る
醍
醐
敏
郎
先
生
に
、
柔
道
の

歴
史
や
技

・
審
判
規
定
の
変
遷
等
貴
重
な
講
義
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
全
柔
連
審
判
副
委
員
長
で
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
審
判
を
動
め
ら
れ
る
小
野
沢
弘
史

先
生
と
、
同
じ
く
全
柔
連
審
判
副
委
員
長
で
ア
ジ
ア
柔

連
審
判
理
事
で
も
あ
る
川
口
孝
夫
先
生
と
い
う

一
流
の

講
師
陣
に
国
際
審
判
規
定
を
詳
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き

非
常
に
有
意
義
な
講
習
会
と
な
っ
た
。

∧
講
師
及
び
内
容
∨

醍
醐
敏
郎
先
生

（講
道
館
指
導
部
長
）

。
柔
術
の
発
生
か
ら
講
道
館
柔
道
の
創
始
、
審
判

規
定
の
制
定
、
技
の
名
称
等
、
現
在
ま
で
の
移

り
変
わ
り
を
時
代
を
追

っ
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
た
。

小
野
沢
弘
史
先
生

（全
日
本
柔
道
連
盟
審
判
副
委
員
長
）

川
口
孝
夫
先
生

（全
日
本
柔
道
連
盟
審
判
副
委
員
長

・
ア
ジ
ア
柔
連
審
判
理
事
）

。
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
定
の
最
新
の
解
釈

と
模
擬
試
合
を
行
い
な
が
ら
の
反
則
の
ポ
イ
ン

ト
、
礼
法
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
、
主
審

・
副
審
の

役
割
等
ひ
と
つ
ひ
と
つ
細
か
く
解
説
さ
れ
た
。

醍醐敏郎講師

側大崎企業スポーツ事業研究助成財団
竹野専務理事

川口孝夫講師小野沢弘史講師

醍醐講師の話に聞き入る受講生

川口講師の指導風景

小野沢講師の指導風景

印 発 発 発

行  行

刷 人 行 日

２
０
０
０
年
９
月
２５
日

仝
日
本
実
業
柔
道
連
盟

事
務
局
長
　
山石
田

久

和

ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

第 1回講習会 (ミ キハウス)の参加者
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